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アジア太平洋地域での気候正義に基づいた
1.5度目標達成に向けた調査・提言活動

パリ協定の目標達成のための国内制度への
政策提言と対話

 アジア

 日本全域

活動地域

活動地域

交渉内容の発信 10 回
国際交渉に関する
報告会の実施 120 人

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 33 ％

国際会議に参加する 1 回

イベントを開催する 9 回

今年度計画の達成度 80 ％

目標達成度 70 ％

調査研究

ひろげる助成

2年目

知識の提供・普及啓発

プラットフォーム助成

2年目

活動内容と成果
2021年度は、新型コロナウイルスの影響が残りつつ
も、COP26が開催された。COP26の開催に伴い、気
候変動の国際的な議論をレポートの翻訳や交渉現場
からのブログという形で発信できた。気候正義の普
及啓発活動も、若者向けウェビナーを5回実施し、平
均して30人ほどが参加し、「海外の気候変動政策にも
目が向くようになった」「若者の気候変動アクション
に参加したい」との感想が見られた。また、アジア太
平洋地域の若者を対象とした研修プログラムもオン
ラインで継続し、6か国から約20人の参加者とともに
5回実施した。

活動内容と成果
気候変動に関する国際動向について分析しながら日
本の気候変動・エネルギー政策やグリーンリカバ
リーに関する提言・情報発信・政府との対話に取り
組んだ。幅広い市民団体やユースグループと連携し、
ゼロカーボン宣言の増加や対策強化の枠組みづくり
に取り組んだ。
CAN-Japanでは、1.5°C目標のために2050年実質ゼ
ロの目標設定を日本政府に要請してきた。2021年4
月に、2030年目標が強化され、一歩前進した。この目
標に適合する対策の強化など課題は多い。

課　題
1.5度目標達成及び途上国での気候変動被害対策が
「当該支援策に途上国の声が反映されておらず」、「先
進国による途上国への適切な支援」となっていない。

目　標
1.5度目標達成のため、先進国及び途上国の温室効果
ガス排出削減目標が気候正義の考え方に基づいたも
のまで引き上げられる。

課　題
現行の気候・エネルギー政策をパリ協定に整合する
ように抜本改正する動きは国内ではわずかにとど
まっている。1.5°C目標に整合するよう対策の強化が
必要である。

目　標
パリ協定1.5°C目標に整合的な、国内の気候変動政策
が導入され、実施されること。
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COP26で現地の気候正義運動に参加COP26で現地の気候正義運動に参加

マルチ・ステークホルダー対話イベントマルチ・ステークホルダー対話イベント

第2回スクール・オブ・サステナビ第2回スクール・オブ・サステナビ
リティ 2の登壇者リティ 2の登壇者

COP26（グラスゴー）会場COP26（グラスゴー）会場

2021年度からIPCCの第6次報告書が公表され、気候変動対策の緊急性が科学的に
認められた。国際的な議論と実態の差は大きいが、アジア太平洋地域での気候正義
運動を支援したい。

IPCCの第6次評価報告書も発表され、脱炭素への転換の加速が求められてい
る。科学の警告、国際社会の潮流を踏まえて、国内での気候変動対策の強化に向
けて、関連団体等と連携して提言と対話を進めていく。

今後の
展望

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
国際気候変動交渉に関するレポート
を翻訳したものの、そのレポートを
いかした報告会の企画に難航した。

■工夫した点
COP26でのつながりをいかし、途上
国のメンバーに途上国における損失
と被害の実態に関するウェビナーを
開催できた。

■苦労した点
新型コロナウイルス感染拡大の影響
が継続し、国際会議への参加やイベ
ント実施を計画どおりに進めるのが
難しかった。

■工夫した点
事務局体制の強化やオンライン環境
の改善を進めて対応した。感染対策
を十分に行った上で、国際会議にも
参加した。
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